
　「
東
京
は
、
人
・
金
・
情
報
が

あ
ふ
れ
、
24
時
間
眠
る
こ
と
な
く
、

常
に
騒
音
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

仕
事
中
に
ふ
と
、
甲
佐
の
原
風
景

を
思
い
出
す
こ
と
で
、
心
身
共
に

疲
れ
て
い
て
も
が
ん
ば
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
東
京

甲
佐
会
の
会
長
を
務
め
る
田
中
正

幸
さ
ん
。

　
同
会
は
、「
会
員
相
互
の
交
流

と
親
ぼ
く
を
図
り
、
ふ
る
さ
と
甲

佐
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」

を
目
的
に
活
動
し
、
会
員
数
は
約

３
０
０
人
。
平
成
６
年
に
設
立
さ

れ
、
今
年
で
20
周
年
を
迎
え
る
。

「
東
京
甲
佐
会
が
20
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
レ
ー
ル

を
敷
い
て
く
れ
た
先
輩
た
ち
や
、

役
員
な
ど
の
献
身
的
な
活
動
が

あ
っ
て
の
こ
と
」
と
、
記
念
す
べ

き
節
目
の
年
に
、
長
年
の
活
動
を

振
り
返
る
。

　
同
会
の
活
動
目
的
の
１
つ
で
あ

る
会
員
相
互
の
交
流
と
親
ぼ
く
に

つ
い
て
は
、「『
元
気
に
、
楽
し

く
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
」
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
、
散
策
会
、
暑
気
払
い
会
、

忘
年
会
な
ど
の
各
種
行
事
の
開
催

や
、
会
報
誌
の
発
行
、
ブ
ロ
グ
の

配
信
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
も
う
１
つ
の
目
的
で
あ
る
「
ふ

る
さ
と
甲
佐
町
の
発
展
に
寄
与
す

る
」
た
め
に
昨
年
秋
に
企
画
し
た

の
が
、
会
員
と
本
町
の
住
民
と
の

交
流
と
相
互
理
解
を
図
る
た
め
の

「
ふ
る
さ
と
ツ
ア
ー
」。
13
人
の
会

員
が
故
郷
を
訪
れ
、
親
交
を
温
め

た
。「
甲
佐
の
皆
様
と
の
意
見
交

換
会
は
、
大
変
有
意
義
な
時
間
で

し
た
」
と
田
中
会
長
は
話
す
。

　
故
郷
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
田
中

会
長
が
特
に
感
じ
た
の
が
、
本
町

の
若
者
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と

い
う
。「『
ふ
る
さ
と
ツ
ア
ー
』
で

若
い
方
た
ち
が
積
極
的
に
発
言
し

て
い
た
り
、
帰
省
し
た
際
に
も
若

者
集
団
に
よ
る
談
論
風
発
（
だ
ん

ろ
ん
ふ
う
は
つ
）
の
場
面
に
遭
遇

し
た
り
し
て
、
甲
佐
の
未
来
が
発

展
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し

た
」
と
、
遠
く
離
れ
た
東
京
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
町
の
担
い
手
の
活
躍

に
期
待
を
寄
せ
る
。

　
今
後
の
東
京
甲
佐
会
の
活
動
に

つ
い
て
、「
若
年
層
や
女
性
陣
の

活
躍
と
、
組
織
の
拡
充
を
図
り
た

い
」
と
青
写
真
を
描
く
。
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こうさ広 報

遠

く

離

れ

た

東

京

か

ら

ふ
る
さ
と
甲
佐
の
発
展
を
願
う

たなか・まさゆき / 主に首都

圏に住む本町出身者などで構

成される東京甲佐会の会長と

して、会員相互や、本町の住

民との交流などを行っている。

田中 正幸さん
Tanaka Masayuki

〔岩下一区〕
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